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研究成果の概要（和文）： 
 多くの自治体で策定されている「緑の基本計画」をはじめとした諸計画は，あくまで都市全
体の方向性をマクロに示したものであり，即地的な保全の方向性については詳細に言及されて
はいない。したがって，今後の都市や地域環境の保全や利用の方向性を考える上で，緑地の持
つ多様な機能に着目し，その役割や効果を検証する必要があるといえる。そこで本研究では，
現地調査や GIS データを活用して，緑の持つ多様な機能地分布の評価も実施し，緑地環境保全
の方向性について考察を行った。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 As for the various plans such as “Master Plan For Parks and Open Spaces” drawn up in many 
self-governing body, they are only shown persistently about the whole aim of the city in the macrocosm. 
In other words, the aims of detail and a spot area concerning the preservation and application of the 
green tract of land are not shown. Therefore, to think about the aim of the preservation of the future city 
environment and the regional environment, the various functions which a green tract of land has focus 
on research and evaluation object, and that role and effect must be verified.  
 Under the above background, in this research, the various functions which green has were 
made. The evaluation of the green tract of land environment corresponding to each function and the 
whole green tract of land distribution evaluation of the city were done. Finally, the aim of the green tract 
of land environment preservation was examined. 
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１．研究開始当初の背景 
我が国の緑地政策，特に都市計画の分野で

は「緑の基本計画」をはじめとした各種施策
が自治体により積極的に推進されている。国
民の環境意識の高まりと共に，都市全体を対
象とした緑地の保全に対する取り組みは功
を奏しているといえよう。 
 これまで，緑地環境変化や植生の分布傾向
などの研究を実施してきた。その中で，近年
の水害を初めとした都市災害，市街地の郊外
化などによる田園風景の衰退を目の当たり
にしてきた。緑地が果たすべき役割がもっと
あるはずだという認識に立ったのである。つ
まり，都市全体の緑地保全の方向性だけでは
なく，住民の生活環境や日常の風景のなか＜
生活景＞での緑地の保全の方向性を示し，即
地的な取り組みが必要であるとの問題意識
を持ったのである。 
 しかし，自治体が策定する「緑の基本計画」
は，あくまで都市全体の方向性をマクロに示
したものであり，即地的な保全の方向性につ
いては詳細に言及されておらず，身近な緑地
環境の状況を把握するまでは至っていない
のが現状である。環境配慮型の都市構造転換
が求められている昨今，自然環境，身近な緑
地環境に対して，今まで以上に目を向けるた
めにも，緑地の持つ多様な機能に着目し，そ
の役割や効果を検証する必要がある。この成
果が，今後の「持続可能な都市の発展」，さ
らには「持続可能な生活環境形成」に寄与で
きると考えられる。 
 
２．研究の目的 

本研究では，緑地の持つ機能である以下①
～⑤の機能に着目して，それぞれの現状を把
握し，保全の方向性を示すこととする。研究
対象地域は，大分県大分市である。 
 
 ①環境保全機能 

 …植生や緑地の減少状況など 
 ②レクリエーション機能 

 …レクリエーションの現状 
 ③防災機能 
 …治水機能などの防災機能，緩衝緑地と 

しての機能などの評価 
 ④景観機能 

 …景観的評価，里山，田園風景など 
 ⑤生産機能 
 …生産性と現状（休耕田の活用・保全）， 

治水機能などの評価 
 
 これらの検証，評価とこれまで研究成果と
照らし合わせて，緑地分布総括図の作成と今

後の緑化や保全に関する考察を行う。 
 
３．研究の方法 
 本研究では，以下のような流れで研究を実
施した。 
 
(1)研究対象地域のデータ整備と緑地環境変

化の把握等 
(2)緑地環境情報データベースの追加作業 

・緑地の機能に基づいた写真分類作業 
(3)各機能からみた緑地分布の評価と課題 
(4)緑地分布総括図 
(5)研究の総括と今後の課題 
 
４．研究成果 
(1)研究対象地域のデータ整備と緑地環境変

化の把握等 
 
 まず，LandsatTM データを取得し，市街地，
緑地などの土地被覆分類図，NDVI を作成した。
次に，市街地内に存在する緑地などの植生活
性度を指標化するために「市街地内植生活性
度指標」の検討を行った。これにより，今ま
で単一の属性でしか評価ができなかった集
塊度の評価を拡張することができる。つまり，
市街地の密度や集塊度を評価し，さらにその
内部に存在する植生の状況をも考慮できる。 
 
(2)緑地環境情報データベースの追加・緑地

の機能に基づいた写真分類作業 
 
すでに構築している「緑地環境情報データ

ベース」の拡張を行うべく，今回は，写真画
像データベースの追加作業と現地調査を実
施した。特に市街地内を中心に通常の写真撮
影にあわせて，360°のパノラマ画像（0-360
使用）を撮影し，QuickTime VR による動画像
を作成した。これも GIS 上でデータベース化
している。これは，画像により周囲の状況を
一つのコンテンツで把握できるものである。 
 
(3) 各機能からみた緑地分布の評価と課題 
 
①景観評価と緑地分布推定 

 作成された QuickTime VR を用いて，心理
評価実験を実施し，市街地内における緑地の
心理的評価構造を明らかにした。さらに，パ
ノラマ画像から緑視率を計測し，市街地内に
おける緑視率の推定図をカーネル密度推定
法により作成した。これにより，市街地内の
遠くに感じる緑や近くに感じる緑の地点や
状況を明らかにした。さらに，緑化整備推進
地区の作成も行った。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

②環境保全機能の評価 
 市街地内植生活性度指標（NB 値）の開発を
行った。この方法を確立することで，市街地
内に残存する緑地や植生の分布を把握する
ことができ，市街地内の環境保全機能の評価
を都市全域で実施可能となった。 
 

③防災機能と生産機能の評価  
この防災機能と生産機能の評価について

は，極めて関連が深いため同時に実施した。 
 はじめに，市全域における生産系緑地の現
地調査を実施した。写真撮影や生産系緑地の
空間的分布の特徴を把握することが出来た。
次に，緑地の持つ治水，延焼防止などの防災
機能，緩衝緑地としての機能などの，既に実
施済みの評価結果や浸水被害が想定される
箇所（浸水想定ハザードマップ）とオーバー
レイすることで，生産機能の評価を総合的に
行った。 
さらに，生産機能の評価については水田や

畑地などが持つ多面的な機能（洪水防止，河
川流況安定，土砂崩壊防止等）から，それぞ
れの生産系緑地が持つ特性や，それらの分類

図 4 ハザードマップとのオーバーレイ 

表 1  生産系緑地の空間的構造と多面的
機能の評価 

 

図 1 パノラマ画像（上）と QTVR（下）

図 3 緑化整備推進図 

図 2 遠くに感じる緑の分布推定図 

最も緑化すべき区域

緑化すべき区域

緑化を検討すべき区域

緑の配置を
検討すべき区域



および保全の方向性を示すことが出来た。保
全の方向性等については，緑の基本計画にお
ける各地区においてそれぞれ示している。 
 
④レクリエーション機能の評価 
 レクリエーションについては，主に公園や
住宅団地を対象として調査，分析を実施した。 
現地調査は，レクリエーション機能である公
園，住宅地内の公園に通ずる街路を中心に，
住宅前面緑化率，経路緑視率の指標を作成し，
評価を実施した。この指標を作成するに当た
り，経路上の住宅前面パノラマ画像の作成や
経路上の緑視率を算定するためのメッシュ
画像の作成を行った。さらに，住宅の緑被率
を併せて評価するために，空中写真を活用し，
同様にメッシュ画像から，緑被率の算定を行
った。加えて，このような居住環境下，レク
リエーション環境下における緑化の方向性
を決める緑地協定などの緑化指針を有して
いる団地におけるこれらの内容の精査を行
い，どのような項目が含まれているかにより，
住宅前面緑化率，経路緑視率，緑被率がどの
ように差があるか，さらには，通りによりど

れくらいの差異が見られるかも明らかにし
ている。 
また，住宅内道路の緑化手法等についても

整理を行い，適用時の方法・課題などを明ら
かにするとともに，CG シミュレーションによ
りどのような方法であれば安全性が確保で
きかつ快適な視環境が確保できるのかも評
価実験を通して明らかにしている。 
 
(4)緑地分布総括図 
 最後に，メッシュデータベースによる，緑
地分布総括図を作成し，今後の緑地環境の変
化をマクロ的に捉えた。各メッシュを分類し，
その特徴を把握した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(5)研究の総括と今後の課題 
 本研究では，緑の持つ各種機能をそれぞれ
の特性に応じて評価してきた。さらに，緑地
分布の総括も行った。 
今後の緑地環境をどのように保全してい

くかは，持続可能な都市や地域環境を構築す
る上で極めて重要な課題である。特に我々の
身近にある緑は，心理的効果をはじめとして，
景観的，衛生面など様々な効果が期待できる
要素である。 
 市街地内の緑地については，歩道部分の植
樹のあり方をはじめ，住宅団地だけでない宅
地前面の緑化，敷地内の緑被率向上，屋上・
壁面などの緑化の推進など様々な角度から
の検討も必要である。さらに，市街地近郊や
農山村部では，休耕田，耕作放棄地，荒地の
問題も顕在化している。 

図 5 住宅前面緑化率算定のための画像 

図 6 経路緑視率算定のための画像 

図 7 経路緑視率－住宅前面緑視率の比較

図 8 緑地分布総括図 

 分類 特性

クラスター1自然度が高く、開発指向性も高い地域
クラスター2自然度がやや低く、開発指向性が高い地域
クラスター3自然度が低く、開発指向性がやや高い地域
クラスター4自然度が低く、開発指向性がもっとも低い地域
クラスター5自然度がやや低く、開発指向性はやや高い地域
クラスター6自然度がもっとも高く、開発指向性はやや高い地域
クラスター7自然度がもっとも高く、開発指向性は低い地域
クラスター8自然度がもっとも低く、開発指向性も低い地域

表 2  各クラスターの特性 



 トータルな都市や地域の環境を保全する
ためには，以上のような多岐にわたる視点で
の取り組みが必要になるため，都市計画学の
みでない，分野横断的な評価も今後重要にな
ってくると考えられ，「緑化」と「保全」と
いう視点に立った，制度面も含めた今後の都
市緑化のあり方を追求する必要があるとい
える。今後の課題としたい。 
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